
■軽量混合処理土の施工■ 平成2１年７月２１日

本年５月から施工を開始している軽量混合処理土が

 

やっと水中から顔を出しました。写真①が打設範囲、写

 

真②が現在の現場状況（7.16撮影）です。この位置に約

 

８７万m3を打設します。

 

軽量混合処理土は別名「Super

 

Geo Material（SGM

 

軽量土）」といいます。直訳すると「超地盤材料」です。

 

一見すると・・・？ですが、軽量と付く名のとおり、山

 

砂やセメント、以前紹介した管中混合固化処理土よりも

 

比重が軽いため土圧の低減を図りたい箇所への適応が可

 

能など、いくつかのメリットがあります。今回はこの

 

SGMについて簡単に紹介します。
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真②が現在の現場状況（7.16撮影）です。この位置に約

 

８７万m3を打設します。
軽量混合処理土は別名「Super

 

Geo Material（SGM

 

軽量土）」といいます。直訳すると「超地盤材料」です。

 

一見すると・・・？ですが、軽量と付く名のとおり、山
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軽量混合処理土範囲

■現場日記■

 

第48号

 

担当：満山

埋立部 桟橋部

接続部 連誘部

環境 その他

工種名：軽量混合処理土工

埋立部桟橋部

現空港側

羽田再拡張

 

Ｄ滑走路建設工事共同企業体
提供（H21.6.23撮影）

右の写真は原材料となる浚渫土

 

を解泥している状況です。適度に

 

調泥してから他の材料と混合しま

 

す。（調泥の目安は「とろと

 

ろ」）
なお、浚渫土は、東京港内の工

 

事で発生したものを有効活用して

 

います。

▼Ｄ滑走路展望台には、ＳＧＭ、管中混合
固化処理土、コンクリート、山砂の比重の違い
を確認できるよう供試体を展示しています。
是非、一度足を運んでみて下さい！

▼展望台へのアクセス方法はこちら

Ｈ21.6月撮影

Ｈ21.6月撮影(展望台展示ﾌﾞｰｽ)

Ｈ21.7.16撮影(SGM軽量土現場状況)

軽量混合処理土（ＳＧＭ）ってどういった

 

もの？
簡単にいうと、土＋セメント＋水＋気泡

 

を混合した改良土です。以前紹介した管中

 

混合固化処理土と似ていますが、SGMに

 

は気泡が入ります。
この気泡が軽量化の役割を果たすことにな

 

ります。
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軽量混合処理土を英語に軽量混合処理土を英語に

 

すると何故すると何故SGMSGM？？

軽量って付いてるんだか

 

らLight-weight・・・

 

Soilでは？と思いません

 

か。
SGMの技術書には以下

 

のように書かれています。
「軽量性（もしくは重量

 

性），安全性（無害性），

 

リサイクル性などの付加

 

価値を有する港湾・空港

 

での新地盤材料の総称の

 

こと」だからSGMなん

 

ですね

■「港湾・空港における

 

軽量混合処理土工法技術

 

マニュアル」

 

発行

 

（財）沿岸開発技術研究

 

センター

 

より

Ｈ21.7.16撮影
(浚渫土解泥作業状況)
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Ｄ滑走路建設工事共同企業体
提供（H21.6.23撮影）

SGM打設範囲

桟橋部

A
写真①

（沖側）

（現空港側）

SGM打設まで～SGM打設まで～

写真①のA地点か

 

ら撮影した最近

 

の状況です。起

 

泡材が白色系の

 

色をしているた

 

め、全体的に

 

白っぽく見える

 

と思います。

 

（スケートリン

 

ク場…？）

～ちょっと参考～～ちょっと参考～

Ｈ21.7.16撮影(SGM軽量土)

人がとっても小さく見

 

えます・・・
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